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◆ 人間性を尊重した医療、緊密な病診連携
呼吸器内科では、原発性肺癌、喘息、COPD、各種呼吸器感染症からびまん性肺疾患、慢性呼吸不全、睡眠時無呼
吸症候群まで呼吸器疾患全般を担当しています。インフォームド・コンセント、情報開示の重要性を認識し、患者様の
人間性を尊重した開かれた医療を実践しています。紹介医の先生方との緊密な連絡を心がけ、外来・病棟・救急全てに
おいて迅速・丁寧かつ的確な診断治療を行っています。

◆ 内視鏡による最新の診断
気管支鏡・胸腔鏡検査は年間合計約200例施行しています。気管支鏡による診断では、観察、腫瘤に対する経気管支
生検（TBB）、気管支擦過細胞診、気管支洗浄、びまん性肺疾患に対する気管支肺胞洗浄（BAL）、経気管支肺生検
（TBLB）を実施しています。また、超音波プローブを用いた縦隔リンパ節腫大に対する経気管支吸引細胞診（TBNA）
および組織診や、クライオプローブを用いた生検にも取り組んでいます。原因不明の胸水貯留症例に対しては局所麻酔
下に胸腔鏡検査を行い、生検・薬剤の散布等を行っています。

◆ 各種呼吸器疾患に対する最先端の治療
原発性肺癌について呼吸器内科では外科切除できない患者様を治療しています。局所進行期の肺がんに対しては放射
線治療に抗がん剤を併用した後、免疫療法を追加することで治癒を目指しています。また、他臓器に転移している場合
には抗がん剤や分子標的薬、免疫療法を用いてQOLを重視した治療を行っています。開発中の新規薬剤を用いた治験
にも積極的に参加しています。重症喘息に対する生物製剤を用いた治療や肺線維症への抗線維化剤による治療も行って
います。難治性感染症に対しては感染症科と協力して診療にあたっています。また、慢性呼吸不全に対する呼吸リハビ
リ、在宅酸素療法（HOT）導入、睡眠時無呼吸症候群に対する、ポリソムノグラフィー（PSG）、持続陽圧呼吸療法
（CPAP）導入等、在宅治療への移行にも協力します。

 日本呼吸器学会認定施設、日本呼吸器内視鏡学会認定施設

外来診療担当医師予定表 令和 8年 6月 1日現在

月 火 水 木 金

１診 西岡 髙山（午前） 石田 山田 金子（教育センター）

2診 辻 岩破 田中 山本 笹田

3診 河内 澤田

私たちの業務
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病 名・病 態 必 要 な 診 療 当 科 の 対 応
●原発性肺癌
　小細胞肺癌
　非小細胞肺癌

気管支鏡下の経気管支生検（TBB）、
気管支擦過細胞診、気管支洗浄、
経気管支針吸引細胞診（TBNA）、
気管支鏡下ゴールドマーキング
化学療法、放射線併用化学療法
分子標的治療

外来受診後、迅速に確定・病期診断し、治療
方針を決定します。緊急性のある症例は直ち
に入院していただきます。
呼吸器外科、放射線科との連携も緊密です。
高い奏効率、生存の延長を目指し、QOLを
重視した化学療法も行います。

●気管支喘息 ピークフローメーターを用いた管理
薬物療法、呼気NO測定

外来では慢性期の管理を行い、発作時には
24時間救急対応します。

●COPD 肺機能検査、血液ガス分析、胸部CT
薬物療法、在宅酸素療法（HOT）、
呼吸リハビリ

慢性期の外来管理、HOT導入、呼吸リハビ
リ、急性増悪時の入院治療を行います。

●感染性肺疾患
　肺炎 確定診断および治療 適切な抗菌剤の投与を行います。

●胸膜の疾患
　胸水（胸膜炎）

　気胸

局所麻酔下胸腔鏡検査

難治性気胸に対する気管支塞栓術

原因不明の胸水には胸腔鏡を施行し、確定診
断、薬剤の散布等を行います。
ドレナージで改善しない症例には気管支鏡下
気管支塞栓術を行います。

●びまん性肺疾患
　特発性間質性肺炎
　サルコイドーシス
　過敏性肺臓炎など

気管支肺胞洗浄（BAL）、
経気管支肺生検（TBLB）
胸腔鏡下肺生検（呼吸器外科）

入院しBAL、TBLB等を行い、必要に応じて
胸腔鏡下肺生検を考慮します。
確定診断後、適切な治療を行います。

●睡眠時無呼吸症候群 ポリソムノグラフィー（PSG）
持続陽圧呼吸療法（CPAP）

入院しPSGにて確定診断を行い、CPAPを 
導入します。

2025年度診療実績
年間入院延べ患者数　5.987人　　新規入院患者　598人　　平均在院日数　7.9日

肺悪性腫瘍 気管支鏡 胸腔鏡 在宅酸素療法 PSG CPAP

255例/年 216例/年 3例/年 16例/年 19例/年 22例/年

外来　11,614人

府立医大　呼吸器内科　医局　TEL 075‒251‒5513　FAX 075‒251‒5376
 URL http://kokyu-kpum.com/

　　　　　救急対応　呼吸器センター外来　TEL 075‒251‒5023（外来時間帯）
　　　　　　　　　　救 　 急 　 外 　 来　TEL 075‒251‒5645・5646
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